さ ゆ-つ： r- 

き。 このごろ だったら、 胡瓜 を ふんだんに 食べる。 胡 

瓜 を 薄く 刻 ざんで、 濃い 塩水に つけて 洗って おく。 そ 

れをバ タを塗 つ たパ ン に 挟んで 紅茶 を 添える。 紅茶に 

は ミルクな ど 入れないで、 ウイ スキ ー か 葡萄酒 を 一、 

二 滴 まぜる。 私に とって これ は 無上の ブ レック. ファ 

ストです。 

徹夜 をして 頭が モウ ロウと している 時 は、 歯 を 磨い 

た あと、 冷蔵庫から 冷した ウイ スキ ー を 出して、 小さ 

い コ ップに 一 杯。 一 日が 驚く ほど 活気 を呈 して 来る。 

とくに 真夏の 朝、 食事の いけぬ 時に 妙で ある。 

夏の 朝々 は、 私 は 色々 と 風 変り な 朝食 を 愉しむ。 



御飯に もい い。 

朝々 のお 茶の 類 は、 うんと ギン ミ して、 よき もの を 

愉しむ 舌 を 持ちたい もの だ。 茶の 淹れ かた も 飯の 焚き 

かたと いっしょで 心意気 一 つなり。 コ オフ ィに はな ま 

ぐ さもの の 類、 魚、 野菜 何でも 似合わな いような 気が 

して、 たいていの、 ややこしい 食事の 時 は 紅茶に して 

いる。 但し、 肉類 をた ベた あとの、 つまり 食後の コォ 

フィ はうまい ものです。 食事と 茶と 添う 時 は、 まず 紅 

茶の 方だろう と 思う けれど、 如何でしょう —— 。 

2 



このあいだ 高見 順さん の 「霎 降る 背景」 と 云う 小説 

まち あ い 

を 読ん でいたら、 郊外の 待合で 朝御飯 を 食べ ると ころ 

が 描写して あった。 なかなか 達者な 筆つ きで、 她 何に 

も 安 待合の 朝御飯が よく 出て いたが、 女 主人公が、 御 

飯と 茶の 味で その 家の 料理のう まいまず いがわ かると 

云う ところ、 私 もこれ に は 同感だった。 

まう HT1 I つ 

私 は 方々 旅 をす るので、 旅の 宿屋で たべる 朝飯 は、 

数 かぎり もな く 色々 な 思い出が ある。 まず 悪口から 云 

えば、 いまでも はっきり 思い出す のに、 赤 倉 温泉に 行つ 

て、 香 嶽楼と 云う 宿屋へ 泊った 時の こと だ。 ここ は 出 



迎えの 自動車 もあって、 一流の 宿屋 だとき いたの だけ 

めし ぴ つくり 

れど、 朝飯に ふかし 飯 を 出されて、 吃驚して しまった。 

ちょうど 五月 頃の 客の ない 時で 御飯 もい ちいち 炊け な 

いの かも 知れない けれど、 二、 三日 泊って いる 間に、 

私 は 二、 三度 ふかし 飯 を 食べさせられて 女中さん に談 

判した ことがある。 どう 云う せいな のか、 これ は 三、 

四 年 前の- J とだのに、 こ の 無念 さは いまだに 思い 出す 

の だから、 食い ものの 恨みと 云う もの も、 なかなか 根 

強い もの だと 思う。 —— 朝飯に かぎらず、 食事の まず 

いのは 東北。 しかも 樺 太 あたりに 行く と、 朝から なま 

ぐさい 料埋を 出される。 



私 はめった に 友人の 家へ 泊った ことがない けれど、 

ふか だきゅう や 

鎌 倉の 深 田久弥 氏の 家へ 泊った 時の 朝御飯 は、 今でも 

時々、 うまかった と 思い出す。 奥さん はみ かけに よら 

ぬ 料理 好きで、 ちょいちょいと 短時間に うまい もの を 

つくる 才能が あって、 火鉢で じい じいと： i ためて くれ 

たまご こう よだれ 

る ハムの 味、 卵子の むし 方、 香の もの、 思い出して 涎 

が 出る の だから、 よっぽど 美味かった のに 違いない。 

私 は、 朝の 肉 は 気に かからな いが、 朝から 魚 を 出さ 

れ るの は 閉口。 中国 地の 魚 どころ へ 行く と、 朝から 

しゃこの 煮つ けなん か 出される。 朝 たべられる 果物 は 

からだ きん 

軀に 金の ような 作用 をす るそう だけれ ども、 全く、 中 



国 地で ありがた いもの は、 果物が ふんだんに たべられ 

る こと。 私 はこの ごろ、 朝々 レモン を 輪切りに して 水 

に 浮かして 飲んで いる けれど 運動不足の 軀には 大変い 

いように 思う。 いまごろ だと 苺 の 砂糖 煮 も パンと つ 

け あわせて 美味い し、 いんぎんの バタ i り、 熱い 粉 ふ 

き藷 に、 金 沢のう に をつ けて 食べる のな ど 夏の 朝々 に 

は 愉しい ものの 一 つ だと 思う。 うに は 方々 の を 食べて 

みたけれ ど、 金 沢のう にが 一番う まいと 思った。 これ 

は 朝々 パン をト— ストに して、 バタの ように 塗って 食 

べるの だけれ ど、 これ は、 ちょっと うます ぎる 感じ。 

—— 食べ ものの 話になる と、 もっとも つと 書きたい の 
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